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2008年 5 月現在の対応機種です。新しく発売される製品の 300Mbps 対応については、コレガホー厶ぺージ (http://corega.jp/) をご覧ください。 
CG-WLCB300GNS、CG-WLUSB300GNS は、受信が 300Mbps、 送信が 150Mbps での対応になります。 

CG-WLCB144GNL、CG-WLUSB2GNL は、 300Mbps 対応版のみ 300Mbps (理論値）に対応します。 


CG-WLBARAGND / CG-WLBARGNM シリーズ 

300 Mbps (理論値)の通信速度の設定について 


このたびは 「CG-WLBARAGND」 シリーズまたは 「CG-WLBARGNM」 シリーズ（以下、本商品）をお買い上げいただき誠にありがとうございま 
す。本書は、本商品で、 IEEE 802.1 In (ドラフト）の300 Mbps (理論値）の通信速度に設定する手順についてご案内をしております。 


300 Mbps ( 理論値)の通信速度について 


本商品は、「ダブルチヤンネル」と「シヨートガードインターバル」を設定し、 20MHz 幅のチヤンネルを2つに束ねて使用することで、 IEEE802.1 In 
(ドラフト）の300 Mbps (理論値）の通信速度に対応します。 


© 

メモ 


本機能を使用することで、近隣の無線 LAN ネットワーク （CG-WLBARAGND では旧 EE 802.11 a、CG-WLBARGNM では旧 EE802.11g/b) の通 
信速度が低下することがあります。 

• CG-WLBARAGND は 5GHz 帯の802.1 In (ドラフト）の 300Mbps (理論値）に対応します。 2.4GHz 帯での802.1 In (ドラフト）には対応していません。 

• CG-WLBARGNM は 2.4GHz 帯の802.1 1n( ドラフト）の 300Mbps (理論値）に対応します。 5GHz 帯での 802.1 1 n ( ドラフト）には対応していません。 


動作環境について 


IEEE 802.1 In (ドラフト）で300 Mbps (理論値）の通信速度を実現するには、次の環境が必要ですぐ※1)。 


■CG-WLBARAGND シリーズの場合 

-親機 CG-WLBARAGND 

• 子機 CG-WLC 巳300 AGNCCG-WL 巳 ARAGND-P に付属） 
CG-WLUS 巳300 AGN(CG-WL 巳 ARAGND-U に付属） 


■CG-WLBARGNM シリーズの場合 

-親機 CG-WLBARGNM 

• 子機 CG-WLC 巳300 GNMCCG-VVL 巳 ARGNM-P に付属） 
CG-WLUS 巳300 GNM(CG-WL 巳 ARGNM-U に付属） 
CG-WLCB 300 AGN 
CG-WLUS 巳300 AGN 
CG-WLC 巳300 GNSGX2) 

CG-WLUS 巳300 GNS(^2) 

CG-WLC 巳 M4GNL(^3) 

CG-WLUS 巳 2GNL (:※ 3) 


親機 (CG-WLBARAGND/CG-WLBARGNM ) の設定について 

環境が用意できましたら、次の手順で親機 （CG-WLBARAGND/CG-WLBARGNM) の設定を変更します。 

手順1付属の「お使いの手引き」をご覧になり、本商品の設定画面を表示します。 

手順2次の手順で、無線 LAN の設定画面を表示します。 


■CG-WLBARAGND の場合 


Q | CG-WL 
•Q モ H 


インターネット接続状態 i 常 


J WAN 側設定 ( インター : 
i UVN 側設定 - 


i - Q ルータ IP 
i- Q DHCPtl •— パ 
PCf •—タペース 

: s ta 無線アクセスボィント設定一 
卜 Q Wi-Fi Protected Setup 

： Q 802.11 a/n 設定 - 

: "D 802.11 g/b 設定 
：Q 80211 a/n12 キユリティ設定 
| 〇 802.11 g/bt キユリティ設定 
i - Q アク tz ス制限 
: .. CJ マルチ AP |§ 定 
®Ca セキュリティ設定 
♦Q 詳細設定 
管理 

田 Q ステ'-奴 


「ユーザ登錄 J を押すと、ユーザ登錄をすることができま 
す。ご稱入いただいたコレガ製品の登錄と、登錄した製品 
のアップデートなどの情報の確認、またはキャンべーン情 
報をお知らせすることができます。ぜひご利用ください。 


「取扱説明害」を押すと、本製品の操作や機能を詳しく説 
明しているマニュアルをダウンロードすることができます。 
バーチャルサーバやダイナミック DNS^： どの設定をすると 
きは;:ちらをご覧ぐ;£さい。 


ro and AJ を押すと、よくあるご貢問をご覧になることがで 
きます。コレガ製品の設定でお困りの場合には、こちらで 
解決方法を見つけることができます。 


■① 

■② 

■③ 


■CG-WLBARGNM の場合 


インターネット接続状態 正常 


! Ca モード 
U 簡単設定 

田。 WAN 側設定 ( インターネット〉 


J 


日」 UN 側設定- 

rCa ルータ ip 
! -Q DHCPtT- パ 
PCT —タペース 

I日•包無線アクセスポイント設定 
卜 Q Wi*Fi Protected Setup 

r Ca 802.11 n/g/bl 贫定- 

：Ci 802.11n/g/b1z キユリテイ設定 
；-〇ァク tz ス制限 
L CJ マルチ APIS 定 
宇 Q セキュリティ設定 
田 CJ 詳細設定 
由 CJ 管理 
田 Q ステータス 


「ユーザ登録」を押すと、ユーザ登錄をすることができま 
す。ご賺入いただいたコレガ製品の登錄と、登錄した製品 
のアップデートなどの情報の確認、またはキャンべーン情 
報をお知らせすることができます。ぜひご利用ください。 


「取扱説明害」を押すと、本製品の操作や機能\を詳しく説 
日月^ているマニュアルをダウンロードすることができます。 
パーチャルサーバやダイナミック DNS^r どの設定をすると 


ro and AJ を押すと、よくあるご質問をご覧になることがで 
きます。コレガ製品の設定でお困りの場合Iこは、こちらで 
解決方法を見つけることができます0 


■① 

■② 

■③ 


① 「LAN 側設定」をクリックします。 

② 「無線アクセスポイント設定」をクリックします。 

③ CG-WLBARAGND の場合：「802.11 a/n 設定」をクリックします。 
CG-WLBARGNM の場合：「802.11 n/g/b 設定」をクリックします。 



引き続き裏面をご覧ください 









































手順 3 次の手順で、「ダブルチヤンネル」と「ショートガードインターバル」を設定します。 


■CG-WLBARAGND の場合 



無線アクセスポイント設定/ 802.11 a/n 設定 ©HELP 



ネットワーク名 (SSID) XXXXXXXXXXXX 

モート- 802.11 a/n 

使用エリア :納 ▼ 


タブルナヤンネル 目動 - 

チヤつネル 号定 - K 5 E チドル[内動 -1 



ショートガードインター — 


所 

パル 有効 ▼ 

IPV6 マルチキャスト通信 無効 ▼ 

ステルス AP 無効 ▼ 

WMM(Wireless Qos) ぎ効 ▼! 

電波強度 最大 

ビーコン間隔 1〇〇 ms 抑期値：100, 30-500) 

RTSU きい值 2346 抑期値:2346, 256〜2346) 

パケット分割のしきい值 2346 抑期値:2346, 256 〜 2346) 




f^1[Wi 圆 



■CG-WLBARGNM の場合 


無線アクセスボイ：/卜設定/ 802.11 n / g/b 設定 ©HELP 


I拡張チャンネル 「自動 H - 


ネットワーク名 (SSID) XXXXXXXXXXX) 

モート- 自動設定 ▼ 

チャンネル 自動設定▼: 

ダプルチャンネル 自動設定~7 

TX パースト 有効 ▼ 

転送レート 自動設定 

ショートガードインターパ Jb 有効 - - 

IPV6 マルチキャスト通信無効 ▼ 

ステルス AP 無効 ▼ 

WMM(wireless Qos) 無効 ▼ 

電波強度 最大 ▼ 

ビーコン 間隔 1 00 — ms 抑期値:100, 20-1000) 

RTSU きい 值 2346 仰期値:2346, 256〜2346〉 

パケット分割のしきい 傕 2346 抑期値:2346, 256-2346) 


№1圆國 


■① 


■② 


■③ 


■④ 


① CG-WLBARAGND の場合：「ダブルチヤンネル」で、「自動」を選択します。 
CG-WLBARGNM の場合:「ダブルチヤンネル」で、「自動設定」を選択します。 

② 「拡張チヤンネル」が表示されることを確認します。 

③ 「ショートガードインターバル」で、「有効」を選択します。 

④ [設定]をクリックします。 


7^1「拡張チャンネル」は、 40 MHz 幅の通信が有効になったときに、使用する「チャンネル」に合わせて自動的に設定されます（「拡張チャンネル」 
な は手動で設定できません）。 

手順4設定画面右上の「□グアウト」をクリックして、設定画面から□グアウトします。 

手順5本商品の電源を入れ直します。 


以上で CG-WLBARAGND / CG-WLBARGNM の設定は完了です。 


子機(無線 LAN アダプタ)の設定について 


子機（無線 LAN アダプタ）は、親機 （CG-WLBARAGND/CG-WLBARGNM) に合わせて、自動的に適切な通信速度に設定されます。「ダブルチヤ 
ンネル」や「ショートガードインターバル」などの設定をする必要はありません。 


2008年5月初版 

本書は再生紙を使用しています。 



































